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株式会社CCG HONANDO 代表取締役 工藤 裕介

作成日：2011.6.11
更新日：2023. 7. 1

環  境  経  営  方  針 1.環境目標を設定し、環境マネジメントを推進します。
定期的な見直しを行い、継続的改善に努めます。

2.取り組みとして以下の項目を実施致します。
①電力量・化石燃料の使用量低減に努め、ゼロカーボンを目指します。
②水使用量の削減に努めます。
③廃棄物排出量の削減に努めます。
④化学物質管理・化学物質の負荷の少ないものを適正に管理します。
⑤お客様や利害関係者に環境に配慮した製造とサービスを提供します。

     （SDGｓ、カーボンニュートラル、脱プラへの対応を含みます。）

3.環境に関する法規制等を遵守し、環境保全・予防に努めます。

4.環境経営方針を社員一人一人に周知させ、これを実行するとともに改善・向上に努めます。

創 業 の 精 神 選ばれる存在になるために

企  業  ビ  ジ  ョ  ン BEST PRINT FOR LIFE,FOR EARTH.
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事業概要

□組織の概要

（１）名称及び代表者名
株式会社 CCG HONANDO（2021年6月1日社名変更）
代表取締役 工藤 裕介

（２）所在地
株式会社 CCG HONANDO
大阪本社：大阪府大阪市中央区南本町１丁目８－１４ 堺筋本町ビル５F

  東京本社：東京都千代田区九段南2丁目3-14 日本生命靖国九段南ビル4F
  第一工場：大阪府東大阪市楠根２丁目５－２９
  第二工場：大阪府東大阪市楠根１丁目７－４６
  第三工場：大阪府東大阪市森河内西１丁目７-８（内職工場）

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
代 表 者 ：工藤 裕介
管理責任者 ：広地 康訓
TEL：０６－６７４４－３９９９

（４）事業内容：印刷物の製造

（５）事業の規模：売り上げ １１３０百万円

（6）事業年度：6月～5月

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名：株式会社CCG HONANDO
対象範囲：大阪本社・東京本社・第一工場・第二工場
対象範囲外：第三工場

（業務委託により使用エネルギーは委託会社負担のため）
活動：印刷物の製造

大阪本社 東京本社 第一工場 第二工場 第三工場 合計

16 9 12 7 0 44

206.42 15 1376.71 330.46 80 2008.59

従業員（人）　　　　　

延べ床面積（㎡）　
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グループ体系

代表者

工藤 裕介

環境管理責任者

広地 康訓

全体会議

営業1部・2部

リーダー

生産管理部

リーダー プリプレス

リーダー

製造部

プレス

リーダー

メンバー メンバーメンバーメンバー 作成日：2018.06.01
更新日：2021.07.07

CCG HD

CCG CREP

CCG MANABI

CCG ENTERTAINMENT

CCG WORKING HEADS

CCG TO

CCG STAGG

CCG HONANDO

CCG HELIOS

CCG HONANDO 実施体制図

大阪本社・東京本社 第一・第二工場
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環境経営システム 役割・責任・権限表

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境目標・環境活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

代表者

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境目標・環境活動計画書を確認・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認
・環境目標、環境活動計画書原案のの作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境管理責任者

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・３か月に１回活動計画書の周知とチェック 

全体会議

・自部署における環境経営システムの実施 
・自部署における環境方針の周知
・自部署の従業員に対する教育訓練の実施
・自部署に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部署の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、記録の作成
・自部署の問題点の発見、是正、予防処置の実施

部門長

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

全従業員



5COPYRIGHT© CCG HONANDO

Best Print For Life ,For Earth
   お客様の想いに、手にする人の想いに、そこに関わるすべての人の想いに応え、選ばれる存在になるために。

設備

製版設備
・大判インクジェット出力機×3台
・XMF
・PTR8900（CTP出力機）

工場内設備
・アキヤマJ-Print：菊全両面8色機
・小森リスロンS40：菊全4色機
・ 小森リスロン G40 advance：菊全5色機
・RYOBI524ＧＸ：菊四裁４色ＵＶ印刷機
・UCHIDA計数機
・断裁機2台
・ホリゾンAF-566F折機

工場内設備
中綴

・4鞍、6鞍、8鞍、9鞍（ミューラ・マルティニ）
・ホリゾン：6段3列×1台
    ※CCDカメラ搭載

無線綴
・18鞍（芳野マシナリー）
    ※18鞍にCCDカメラ搭載
・貼込機6鞍 1台
・断裁機3台
・折機6台
・自動包装機×2台（東京自動機）

アクセス

大阪本社
〒541-0054
大阪市中央区南本町1丁目8-14
堺筋本町ビル5F
TEL:06-6262-0995
FAX:06-6262-0987

東大阪第一工場
〒577-0006
東大阪市楠根2-5-29
TEL:06-6744-3999
FAX:06-6748-8060

東大阪第二工場
〒577-0006
東大阪市楠根1-7-46
TEL:06-6746-3994
FAX:06-6746-3906

ＨＰ：https://ccg-honando.jp/

東京本社
〒102-0074
東京都千代田区九段南2丁目3-14
日本生命靖国九段南ビル4F
TEL：03-5657-6376
FAX：03-5657-6788

「選ばれる存在になるために」という理念のもと、さらなる印刷技術の向上、環境負荷の低減を実現し、お客様や世の中のさまざまな課題を印刷で
ソリューションする。イノベーションする。それが、私たちCCG HONANDOです。

東大阪第三工場
〒577-0061
東大阪市森河内西1丁目7-8
（内職工場）

https://ccg-honando.jp/
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CCG HONANDO SDGs

ＨＰ：https://ccg-honando.jp/

事業活動に該当する法令の
チェック・調査・ファイルの入れ替え

法規制遵守関連

法令順守のための教育及びフォロー

火災・地震避難訓練・教育・フォロー

災害用物資の検討・調達・備蓄・管理

電力使用量の記録・教育・
エコ替え提案

環境活動

ガソリン使用量の記録・見直し・
エコドライブなどの啓発教育

廃棄物の排出量の記録・削減啓発・
分別・教育

水使用量の記録・見直し・
節水の啓発・節水ポスターの掲示

SDSの使用場所への設置・照合・
リスクアセスメントの実施

グリーン調達を優先し購入する

５S活動の実施・掲示・推進

健康管理を心がける

その他活動

ミスなく仕事をする

会社で決めた事を確実に実行する

メンテナンスしてモノを長く使う

資格試験に向けて勉強する

https://ccg-honando.jp/
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前期１５期8月より、

東大阪第一工場、東大阪第二工場は、

「再生可能エネルギー１００％工場」になりました。

東大阪工場にて印刷物を製造するために必要なエネルギーが

１００％カーボンニュートラルになります。

単純なCO2削減という枠の中だけではなく、

海洋プラスティック問題に向けた脱プラ商品。

持続可能な教育に向けたノートなどの商品。

継続的に使える抗菌商材、新たなカーボンニュートラルに向けたサービス。

環境配慮をした製品づくりにSDGｓの持続可能な取り組みを組み合わせることで、

お客様への提供価値を一段階上げてご提供させて頂きます。
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環境負荷の実績

※都市ガスは少量のため、目標としないため全体数字と誤差があります。
※東京本社の電力量は、テナント入居のため個別メーターがなく一般廃棄物のみ含まれています。
※化学物質管理については、ＥＣＯ商材を使用しているため定期チェックのみとさせて頂いております。

環境目標数値及び実績数値

※二酸化炭素排出係数：0.309kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数
※2021年8月からの東大阪第一工場、東大阪第二工場の電力二酸化炭素排出係数はゼロ。2022年4月より大阪本社ビルも電力二酸化炭素排出係数はゼロ。
※電力の二酸化炭素排出計数が増加したことによる増加

㎥

149.23

2021年 2022年

21,271

152.29　産業廃棄物排出量 141.46

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量 2.74 4.92 6.16

項　目 2020年

トン

総排水量 1,086 1,123 960

単位

kg-CO2

トン

83,688二酸化炭素総排出量 245,258

　SCOPE　１ kg-CO3 25,384 22,345 21,271

　SCOPE　２ kg-CO4 219,874 61,343 0

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 90%

85%

159.63

90%

85%

95.0%

149.23 159.63

22,519

22,519

6.37

水道水の削減
㎥ 1,104 1,082 960 994

一般廃棄物の削減
ｔ 7.49 6.37 6.16 6.37

基準年度比 2017年 85% 77%

2017年 98.0% 88.8% 95.0%基準年度比

ｔ 168.03 164.67

90%
自動車燃料による二酸化炭素削減

kg-CO2 25,022 24,521 21,258 22,519

基準年度比 2017年 98% 89% 90%

0

基準年度比 2017年 98% 0% 0% 0%

0

基準値 2023年 2024年

994

　　　　　　　　  　年　度

　　項　目

16,052 15,731 0

産業廃棄物の削減

0% 0% 0%

（目標）

評

価

2022年

（目標）

上記二酸化炭素排出量合計

大阪本社の電力による二酸化炭素削減
kg-CO2

kg-CO2 41,073 702,825 21,258 22,519

2017年 98% 87%

（基準年) （目標） （実績）

基準年度比

製造工場による電力量の削減
kg-CO2 0 662,573 0 0 0

基準年度比 2022年 95%
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2022年度 各サイトの負荷の実績

※東京本社はテナントのため、電力量と水使用量は把握できない。
※大阪本社はテナントのため、水使用量は把握できない。
※製造工場は、2021年8月より再生可能エネルギーを使用しております。
※2022年4月より大阪本社ビルも再生可能エネルギーを使用しております。
※2022年12月に東大阪第二工場へ新たな印刷機を導入しているため、負荷が増えております。

大 阪 本 社：70.9％
東 京 本 社：  6.5％
東大阪第一工場： ０％
東大阪第二工場：22.6％

東京本社 大阪本社 第1工場 第2工場 合計

電力（kWh） 29,270 505,075 122,495 656,839

都市ガス（㎥） 0 0 8 8

ガソリン（L） 596 6,499 0 2,068 9,163

二酸化炭素排出量kg-CO2 1,383 15,078 0 4,798 21,258

水道水（㎥） 0 805 155 960

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.32 0.65 5.13 0.06 6.16

産業廃棄物（ｔ） 0.00 0.00 97.17 52.06 149.23

紙屑 77.91 50.04 127.95

廃アルミ 13.07 1.21 14.28

廃インキ 4.81 0.81 5.62

特管廃アルカリ 1.38 0.00 1.38

1,383 

15,078 

0 4,798 

二酸化炭素排出量

東京本社 大阪本社 第1工場 第2工場
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環境負荷の実績推移
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環境活動の取組み計画と評価 ○よくできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×全くできなかった

大阪本社の電力による二酸化炭素削減

検版のデジタル化、お客様の変容により、残業時間が短くなったため本社電力使用量

は少なくなっている。基準年度比９０％で目標を設定し実施する。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・不要照明、不要設備の消灯 ○

達成状況

数値目標 〇

製造工場による電力量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標

・省エネ性能の高い電気製品の購入(エアコン） ○

・生産工程の待機時間短縮 ○

・カーボンニュートラルへ ○

〇

・不要照明、不要設備の消灯 ○
再生可能エネルギー100％へ転換したため、使用エネルギーに注視して来期も

活動していく。使用量は基準年度比９５％を目標に実行する。

自動車燃料による二酸化炭素削減

コロナ禍によりリモートなどが広まったことにより、訪問回数などが減ったた

め一定の減少が見られた。5類になり対面活動が増えることを予測し一旦来期

目標は基準年度比９０％として実施。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

△

○

・効率的なルートで配送

・アイドリングストップ

・エリア別営業活動の見直し

数値目標 〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

コロナ禍による製造物の減少に伴い減っており、復調ではあるもののコロナ前

まで回復していない。来期は復調を考慮し基準年度対比８５％とし実施する。

・分別の徹底 ○

・可能な限り修理することで長期間使用している。 ○

・作業ミス防止による廃棄物の削減 △

達成状況一般廃棄物の削減

数値目標 〇

取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇

・作業ミスによる廃棄量の削減 △

・廃棄物の見える化 ○

達成状況

コロナ禍による製造物の減少に伴い減。ミスも減っており減少した。しかし、

来期は新台も通年稼働するため復調を考慮し基準年度対比９５％とし実施す

る。

産業廃棄物の削減

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

数値目標 ○

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
加湿器を新台に入れ替えたため、水の使用量が抑えられたと思われる。来期は、基準年度対

比９０％を目標とし、実施。

水道水の削減

○

・水道管の漏水点検 ○

ＳＤＧｓ取組 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・脱プラ製品の開発

・企業PRによる顧客獲得
・FSC(サスティナブルペーパー)のアピール
・HPでのアピール

・カーボンニュートラル

下半期での新商材が一部滞ったが来期も継続し、新商材の提案及びお客様への

環境商材のご提供を季節毎に実施。

○

○
○

○

○
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。
外部からの苦情等はありませんでした。

製造工場のエネルギーのゼロカーボンは実施しましたが、電気代高騰により業績には大きく影響しました。
新商材も新たに出し、新台導入により一層お客様へ貢献出来るのではと思っております。
お客様からも環境配慮企業という認識を持っていただけるまでになりました。
これからは、エンドユーザー様にも気軽に環境配慮製品を手に取って頂ける様な商品をつくっていけたらと
思っております。

株式会社CCG HONANDO 代表取締役 工藤 裕介

代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針
環境経営目標・計画
実施体制

□変更なし
□変更なし

☑変更なし

☑変更あり

☑変更あり
□変更あり

違反

無

指定化学物質の使用量・排出量・移動量の把握 無

無

無

無

ＯＡ機器の処分（ＯＡ機器の撤去時に適用） 無

営業用乗用車、トラック買い替え時に適用 無

無

振動規制法
印刷機４台 無

適用される法規制

自動車Nox・PM法

グリーン購入法

フロン排出抑制法

資材購入時、環境配慮製品の優先購入

情報セキュリティ、FSC CoC認証

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

一般廃棄物、産業廃棄物（アルミ板、廃プラ、廃酸、廃アルカリ、廃油等）

火災予防

PRTR法

騒音規制法

消防法（危険物）

業務用空調機、エアドライヤ等に適用

排気ガス規制に適合した自動車の使用

顧客要求事項

廃棄物処理法
マニフェストの管理（産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出）

小型家電リサイクル法

自動車リサイクル法

無



Best Print For Life, For Earth

環境配慮企業であり、ワクワクをつくる企業でありたい

小さな企業でも世の中を変えられることを示したい
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